
令和８年５月２７日（水）にコメ作り農業体験の第一弾

として田植えをおこないました。東京随一の米どころであ

る地元八王子市高月町で、昔ながらの手法である「手植え」

を体験しました。

今号ではその様子を記録係の生徒のレポートや撮影した

写真をまじえながら報告を進めていきます。

まずは、運動靴から足袋に履き替えます。こはぜを留め

るのに苦戦する生徒も見られました。履き替えたら歩いて

田んぼに移動し、いよいよ田植えの開始です。

紐の赤い印のところに
苗を植える、紐に沿って

苗を踏まないように進む

という作業を繰り返して

いきます。

(３年生)

苗は３～４本ずつ根

元からつまむようにし

て取り分けます。植え

るときは、親指、人差

し指、中指の３本で苗

の根元を持ち、泥の奥

深くまでまっすぐ差し

込みます。

上手に植えるコツは、焦らずに「浅すぎず、深すぎず」

を意識することです。浅すぎると苗が水に浮いてしまい、

深すぎると成長が遅れてしまいます。また、あらかじめ泥

に引かれた格子状の線（目安）に合わせて、等間隔で真っ

直ぐ植えていきます。(３年生)

１年生は初めての田植え体

験で、田んぼに入った時「ヌ

メヌメしてるー！」「きゃー！」

と悲鳴をあげていました。

しかしみんな慣れていくと少

しずつペースが上がり「楽し

いかも！」という声も聞こえ

てきました。無事終えること

ができ、達成感があったと話

していました。

農家さんからお話を聞いたところ「稲を綺麗に並べるこ

とで見た目も美しいですが、ここから育てる時、水の量の

調整がとても大変になります。」とおっしゃっていました。

(１年生)

加住市民センターに移
動して昼食をとったあと

は農家の方のお話をうか

がう勉強会がおこなわれ

ました。まずは、コメ作

りの工程やコメの種類、

コメ作りの現状や課題に

ついて、昨年度学んだこ

との振り返りをしました。

次に高月町の「コメ作り」と「地域・産学官連携」につ

いてお話をうかがいました。高月町では減農薬・有機栽培・

化学肥料の削減など自然環境にも配慮した農業をおこなっ

ているそうです。私たちが植えた稲にもいっさい農薬は使

わないとのことでした。

また、八王子市の小学校給食で

八王子産米の米粉や酒粕を使った

献立を開発、大学と連携してさま

ざまな取り組みの例が紹介されま

した。本校でも昨年度の米作り農

業体験で育てた酒米で先月行われ

た創立１００周年記念式典で配ら

れた「祝酒」を造りました。ラベ

ルも２年生の大場くんがデザイン

したので、「挑戦する心～第２弾」

にて改めて紹介します。

田植え体験と勉強会を通じて、日本の伝統文化について

学ぶとともに食文化についても考える１日となりました。
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・普段食べているお米が
多くの努力によって作

られていることを知っ

た。これからは食べ物への感謝の気持ちを忘れず、

学校生活でも周りの人と協力しながら何事にも最

後まで取り組んでいきたい。(２年生)

・自分たちが何気なく食べているお米にはたくさん

の農家さんの苦労と想いが詰まってできているの

だと改めて今回の学習でわかりました。(１年生)

・みんなが泥だらけになりながらも一生懸命植えて

いる姿や農家の方が優しく教えてくださった姿が

印象に残っています。１つの苗を植えるのにも手

間や苦労がかかっていることがわかりました。

（３年生）

・将来の夢は１００％農家になりたいとは言えない

けど、社会の役に立てるならなってもよいという

考えに変わった。また、機械化でコストを抑えて

価格を下げるのも大切だが、手植えだからこそ得

られる経験などを今後に生かしていきたい。

(３年生)


